
栄養教育実習
Nutrition Teaching Practice233141119 西　彰子 1 選択 4前期

科目の概要
　DP2に記載している疾病・疾病予防・食育に関する専門知識・技能を身につけ、豊かな食生活と健康を創造することができる管理栄養士を育成する過程を通して、DP1
の建学の精神、社会人基礎力、pisa 型学力を修得し、職場と地域の人々と協働して課題を解決していこうとする態度を身に付けます。また、これらの学修を通してDP3
にあるように自立した社会人として、常に自己研鑽に取り組み、自らの可能性を高めて社会に貢献することができる基礎を築きます。
　栄養教育実習は、今までに修得してきた「学校栄養指導論Ⅱ」「実習指導」等の教職に関する科目を基盤として、栄養教諭としての職務を理解し栄養教諭としての使
命感、責任感を養うために小中学校で実習をします。また、児童生徒への理解や関係づくり、児童生徒への指導に関する実践力を養います。その後、これらの体験を大
学で学んだ理論と結び付けてリフレクションします。この科目は「教職実践演習（栄養教諭）」を修得する基礎となります。

学修内容 到達目標

① 学校運営や学級運営、指導方法を知る。
② 担任や栄養教諭の指導に立ち合い、指導方法等を学
ぶ。
③ 児童生徒と係わりながら関係を築き、指導力を養う。
④ 給食の時間を利用した食に関する指導を考案する。
⑤ 児童生徒の食の課題を把握し、解決するための食に関
する授業を考案する。

① 学校運営や学級運営、指導方法について知り、栄養教諭と
しての係わり方について考えることができる。
② 担任や栄養教諭の指導に立ち合い、指導方法をつかんで、
研究授業に活用することができる。
③ 児童生徒と係わりながら関係を築き、研究授業での指導に
生かすことができる。
④ 給食の時間に給食を教材として活用した指導ができる。
⑤ 児童生徒の食の課題を解決するための授業を考案し、研究
授業を実施できる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 教育実習における必要な知識について、教科書・文献を使って自己学修をすることができ
る。

働きかけ力

実行力 強い意志を持ち、将来の目標達成に向かって粘り強く取り組み続けることができる。

考え抜
く力

課題発見力 課題を明らかにするために情報収集や分析ができる。

計画力

創造力 様々な背景を考察し、児童生徒に適した食の指導を考案することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

自分で調べた内容を的確な文章で表現し、他人にわかりやすく発表できる。

相槌や共感を示しながら、相手の話を素直に聞くことができる。

授業が円滑に進むよう規律を守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：プリント　「＜栄養教諭＞教育実習の手引き　愛知学泉大学」
参考書：「食に関する指導の手引き　第二次改訂版」（文部科学省）東山書房1200円　　　「栄養教諭のための学校栄
養教育論」（笠原賀子）医歯薬出版2800円　　「栄養教諭＜第2版＞」（金田雅代）建帛社2400円

他科目との関連、資格との関連
他科目との関連：栄養教育実習は、教職入門　教育原理　教育心理学 教育制度論 生徒指導論 教育方法論 特別支援教育論 総合的な学習の時間の
指導法 教職特別講座 道徳教育の理論と実践 教育相談 特別活動の指導法 教育課程論 学校栄養指導論Ⅰ　学校栄養指導論Ⅱの知識を活用する。ま
た、同時期に実施される実習指導は栄養教育実習を有意義なものとするための科目であり、さらにその後に履修する 栄養教育実習 教職実践演習の
基礎となるものである。
資格との関連：栄養教諭一種

学修上の助言 受講生とのルール
児童生徒の健やかな成長を願い、食から支援できるように、現場の先生方からのご助言を真摯に受けとめ、精一杯努力してほし
い。

栄養教諭は、栄養士･管理栄養士としての専門知識が土台とあり、加えて、教員としての資質が必要である。教育実習は児童生徒
と関わることができる貴重な機会であることに感謝して、特に教員としての資質を向上できるように十分に準備をして臨んでほし
い。
研究授業は、事前に指導案を仕上げて持参し、実習中に修正していただき、実施できるように準備すること。
また、丁寧で正確な板書をするために、漢字の書き順等にも留意して準備することや、ＩＴＣ機器の活用も習熟しておこう。

日常から、体調管理を行い、遅刻や欠勤のないようにする。
挨拶は自分から明るい態度で行う、そして、報告、連絡、相
談は、怠らないように、日ごろの社会人基礎力を発揮する。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

A（優）は、評価の観点に沿って実習ノートがまとめら
れ、遅刻や早退、欠席、忘れ物をせずに実習することがで
きた。
S（秀）は、A（優）に加え、実習受け入れ校の評価がA評
価である。

遅刻や早退、欠席、忘れ物をせずに実習をすることがで
き、実習ノートに活動内容や子どもとのかかわりが記入し
てある。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓

50

以下の要点を満たした実習であったか、実習ノートで評価する。
・学校運営や学級運営、指導方法が記入されており、栄養教諭の係わりについて考えることがで
きている。
・担任や栄養教諭の指導に立ち合い、指導方法について記述してある。
・児童生徒とどのように係わったか記述があり、子どもたちとの関係や指導についての考えや実
践についての記述がある。
・給食時に給食を教材とした個別指導または集団指導をすることができた。
・児童生徒の食の問題点をつかみ、問題を解決するための授業を研究授業として実施し授業後の
指導教員の教え、子どもの様子などの記述がある。
・　栄養教諭への思いが書かれている。
知識の獲得（栄養教諭としての基本的な職務を獲得できる）60％
知識の活用（児童生徒の食の課題の抽出）40％

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

① ✓

40

・実習受け入れ校の評価
A評価　40点
B評価　30点
C評価　20点
知識・技能の獲得（研究授業など実習全般の評価）100％

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）予習が教科書レベルで実行できている。
（実行力）予習が教科書以外の情報源から修得する行動ができている。
（課題発見力）本時の授業の目標を達成するために不足している知識・技能を抽出し、その内容につい
て学修ができている。
（創造力）本時の授業の目標を達成するための課題を解決するために修得した知識・技能を最大限に活
用して、提示した課題を解決することができている。
（発信力）本時の授業の目標を達成するための知識・技能について、分かりやすく整理してまとめたこ
とを記述（図表含む）することができている。挙手の回数については、回数を得点化する。
（傾聴力）本時の授業で提示した質問項目について、学生間で意見交換をします。相手の意見が分かり
にくい、疑問について質問をすることができる、また意見を引き出すコメントができている。
（規律性）授業終了時に【学修行動特性評価】シートを提出することができている。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



遅刻や早退、欠席、忘れ物をせずに実習をすることがで
き、実習ノートに活動内容や子どもとのかかわりが記入し
てある。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

1～
15

実習校の定める実習計画に則って実施される。
実習内容
・学校運営について学び、学校における栄養教諭の係わり
について理解する
・学級運営について学び、給食時間など栄養教諭としてど
のように係わったらよいか考える
・学級活動に参加し、学級担任が行う指導を観察する
・学校行事等に参加し、学級担任等が行う指導を観察する
・実習校における食育の全体計画と年間計画について学ぶ
・実習校における家庭・地域との連携について学ぶ
・学級活動における指導案を作成する
・子どもと係わり、理解し、指導方法について学級担任等
から学ぶ
・偏食等問題のある子供への言葉かけの方法を栄養教諭や
学級担任等から学ぶ
・窒息事故に対する処置とノロウイルスの特性を理解し、
実習校におけるルールを学ぶ
・協力の大切さと給食当番の衛生管理の指導の実際を学ぶ
・食事のマナーについての指導方法の実際を学ぶ
・研究授業の実施
・授業研究による授業と実習の反省

教育実習　google
classroomによる質問の
受付　質問のフィード
バック
実習校教員とのディス
カッション、実習校の
指示を受ける　授業研
究の参加　研究授業と
して成果を発表

実習校において支障な
く最低限のことができ
る

予習：実習内容の確認、児
童生徒等へのあいさつを考
える
研究授業の準備、実習校か
らの指示による
復習：指導講話、授業観察
等のまとめ、給食時間にお
ける児童生徒の観察記録、
研究授業による児童生徒の
変容のまとめ

900

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


